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～京都で学び 京都で教える～
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実践講座

京都府医師会よりオンライン配信場所

1. アイスブレイク
2. 症例シナリオのロールプレイング

プログラム（予定）

臨床研修医（参加費無料）対象 48名（先着順）定員

https://ssl.formman.com/form/pc/
08IzId8FoQoz6LVa/
またはQRコードより行ってください。

申込

参加者が個人で参加いただくことから、
個人のメールアドレス・PC等の通信機器
が必要になります。

注意 6月14日●締切 月

日 時 2021年７月4日●10時～12時30分日 （
予
定
）



前回のオンライン屋根瓦塾の参加者の声

臨床研修屋根瓦塾KYOTO
～京都で学び 京都で教える～

参加を希望される場合は、以下のURLまたはＱＲコードよりアクセスいただくか、
gakujyutu@kyoto.med.or.jpに、ご芳名（カナ）、ご所属、性別、連絡先（携帯電話番号）、
メールアドレス、所属施設、診療科、１年目・２年目を明記の上、ご送信いただきますようお願
いいたします。

▪オンラインとは思えない双方向のやりとりができてよかったです。

▪とても楽しかったです。勉強にもなりました。

▪他の先生の意見を聞けるので非常に勉強になる。

▪少人数のワークショップで自由に意見を言い合えました。他の研修医の考えも共有することができ

たのでよかったです。

▪ERで想定されうる症例で、勉強になりました。

▪わかりやすく疾患へのアプローチを学習できました。

▪頭フル回転で参加できて充実した時間になりました。学びも多かったですが、1年間の成長を実感で

きたり、勉強不足な課題分野も見つかったので良かったです。

▪皆スムーズに答えにたどり着くことが多い印象でした。

身近にご興味をお持ちの研修医の先生がおられましたら、お誘い合わせの上、是非ご参加ください！！

若手の先輩医師が作成した症例シナリオに、他の施設の臨床研修医とチームを組んで挑む内容
となっており、医学的知識もさることながら、隣の病院の臨床研修医がどのような研修を行い、ど
のような実力を持っているのか感じ合える企画として、毎年大変好評を博しております。
「屋根瓦塾」というネーミングは、参加された研修医の先生が、日常の臨床で経験を積んで、教
える（指導医）側にまわることから名づけられ、会を重ねることに、病院の垣根を越えてタテ（先輩
後輩）ヨコ（同期の仲間）に広がっています。
今回は新型コロナウイルスの影響を考慮し、オンラインでの開催といたします。リアル開催とは

異なり、多少の制約がありますが、ZOOMのブレイクアウトセッション機能を使って、グループワ
ークを行うことでオンライン開催のメリットを活かして進行いたします。
所属病院の異なる研修医の先生方がチームを組んで、指導医が提供する症例の異なるブース

（ブレイクアウトルーム）を回って各シナリオに挑む形となっています。日常診療のスキルアップ、レ
ベルアップのみならず、ネットワークづくりにもなる取り組みですので、奮ってご参加ください。
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